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下野市公民館運営審議会 議事録 (要旨) 

 

審議会名等  令和２年度第３回公民館運営審議会 

日   時  令和２年 ８月２８日（金） 午前９時３０分～１１時５０分 

場   所  南河内公民館 １０１会議室 

委   員  出席者  塩沢 建樹、倉井 典子、菅沼 みや子、石田 節男、 

舘野 紀子、津野田 久江、小林 溶子、谷萩 昌道、 

小貫 シゲ子、上野 文夫、高木 香奈子、中澤 真智子 

大越 広美、兼丸 起子 

欠席者  石崎 勝二 

教育委員会  教育長           池澤  勤 

生涯学習文化課長      篠崎 正代 

       国分寺公民館長       齋藤 光利 

       石橋公民館         永田 恵美子 

南河内公民館長       田村 利江 

       南河内東公民館長      大島 浩司 

      生涯学習推進グループ 課長補佐 浅香 浩幸 

         

公開・非公開の別 （ 公 開 ・ 一部公開 ・ 非公開 ） 

傍 聴 人  １人 

報道機関   ０人 

議事録（要旨） 作成年月日 令和２年 ８月２８日 

                       

１ 開 会         南河内東公民館長 大島 浩司 

２ 委員長あいさつ     小林 溶子 

３ 教育長あいさつ     池澤 勤 

４ 議 事 

  （１）下野市公民館振興計画（第２次）の策定について 

  （２）その他 
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(１) 令和２年度下野市公民館振興計画（第２次）策定について 

小林委員長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林委員長 

矢萩委員 

 

 

 

 

 

塩沢委員 

 

石田委員 

 

 

 

 

 

審議事項 議事(１)「令和２年度下野市公民館振興計画（第２次）策

定について」について、事務局からの説明を求める。 

 前回、皆様のご提案により、再度、基本目標と施策目標について意

見徴収のため調査票を送付した結果、いろいろなご意見があった。今

回は案を示さず意見の集約をし、次回お諮りいただきたい。 

調査票の集計の各項目において、「Ａ継続する」とういご意見が多

かったが、「Ｂ修正」及び「Ｃ削除・集約等」の意見もあった。 

前回、「国際交流」について５つ目の基本目標を追加する意見と、

追加ではなく現状のまま盛り込むとの意見があった。今回の集計「そ

の他」に関連するご意見があるので、まず、この件について審議いた

だき、その後、Ｂ修正やＣ削除・集約等が適当かどうかについて進め

ていただきたい。 

「その他」として、「全体的に活動計画を端的に表現した方が良い

のではないか」「多くの基本目標、施策目標があると評価しにくい」

「インターネット予約のほかに、どういったシステムがありますか」

とのご意見があった。 

基本目標追加として、「Ⅴ 国際交流の拠点としての公民館」「Ⅴ

 国際交流ボランティアの活動拠点としての公民館」があった。また、

「グローバル化が進んでいる。下野市にも多くの外国人が住んでい

る。この人たちが「下野市に住んでよかった」と言われる市にしたい。

では、公民館ではどのような活動ができるのか「基本目標」「施策目

標」は現状のままでよい。「施策目標」の中に外国人を意識した項目

が加えられないものだろうか」「基本目標、施策目標は窓口が広いの

で、各項目担当者をつけてはどうでしょうか。４公民館が一つの活動

として動けるのではないか。地域の特色がなくなる心配はあるが」「基

本目標は現状のまま４つとし、「国際交流」は「Ⅰ学習拠点としての

公民館」に施策目標④「国際交流の場の提供」を追加するか、施策目

標②「生涯学習活動の葉の提供」のアもしくはイとしてはどうか。」

とあった。 

基本目標を追加するかしないかについて皆様の意見を伺う。 

４項目でよい、グローバルが進んでいるとの意見は私が出した。外

国の人もそのお子さん達も市民の一人なんだということを考えた時

に、我々と同じに考えなければならないと思う。日本を知ってもらう、

また我々も外国を知ろうという意味合いがあって、国際交流と言って

しまうとそこだけで終わってしまうのではないか。全ての施策目標の

中に、外国の人を意識したものを入れて良いと思う。 

私は５つ目を作ったが、矢萩委員のご意見のように、基本目標は４

つとし、国際交流については入れ込んだ方がよい。 

前回提案したことがきっかけとなり、意見が出たことは素晴らしい

と感謝している。基本目標は現状のまま、入れ込んでいただければよ

い。外国人向け講座の導入を提案したのは、多文化共生を視点に考え

ていただきたいから。協働のまちづくりの施策目標の中に入れても、

場の提供に追加しても良いと思う。 

評価項目が非常に細かく、基本目標と施策目標は計画であり、運営
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倉井委員 

 

小林委員長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

小林委員長 

実施は評価であると思う。基本目標を大きく変える必要はない。 

私は国際交流の拠点として５つ目としての意見を出したが、今の話

を聞くと、今までの施策目標に組み込んでいけると思う。 

基本目標は４つのままとし、国際交流に関しては各施策目標に入れ

るということでよいか。では、どこに入れるかということになるが、

事務局の説明を求む。 

石田委員から、基本目標の拠点かまちづくりかどちらかでと言われ

た。多文化共生として、今後多くなってくる外国の方々において日本

の郷土を知っていただき、また外国の文化を知っていかなければなら

ない日本人という形から、協働のまちづくりと思う。再度持ち帰り、

案を作る段階で公民館館長を含め生涯学習文化課の中で練り直し、教

育長に確認し皆様方に報告をすることとしたい。 

 

（施策目標の審議結果は調査集計表に赤文字修正したものを参照） 

 

事務局で３～４つ案を示すので、次回ご検討いただきたい。 

調査表の公民館活動体制の図がはっきりしないとのご指摘には、修

正し見やすくした形でお示ししたい。 

何か質問はあるか。なければ以上で議事を終了する。 

 

５ その他 

 

６ 閉 会 


